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北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
の
平
成
三
十
年
度
の
文
化
審
議
会
で
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
推

薦
候
補
選
定
に
関
す
る
質
問
主
意
書

我
が
国
は
、
一
九
九
二
年
、
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
の
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
の
保
護
に
関
す
る
条
約
を
締
結
し
、
我
が
国
か

ら
初
め
て
、
「
法
隆
寺
地
域
の
仏
教
建
造
物
」
、
「
姫
路
城
」
が
文
化
遺
産
と
し
て
、
「
白
神
山
地
」
、
「
屋
久
島
」
が
自
然

遺
産
と
し
て
、
世
界
遺
産
の
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
事
例
を
見
る
と
、
観
光
地
と
し
て
の
価
値
が
高
ま
る
な
ど
、
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
も
の
が
多
く
、
一
定
の
経
済
効
果
が
期
待
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
世
界
遺
産
登
録
の
候
補
を
持
つ
地
域
、
自
治
体
で
は
、
積

極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
中
で
、
世
界
遺
産
登
録
の
前
段
階
と
し
て
、
暫
定
一
覧
表
へ
の
掲
載
が
重
要
に
な
っ
て
く
る
。
世
界
遺
産
登
録
へ
の
候

補
を
持
つ
地
域
、
自
治
体
で
は
、
暫
定
一
覧
表
に
掲
載
さ
れ
る
た
め
に
積
極
的
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
暫
定
一
覧
表
に
掲
載

さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
つ
で
あ
る
、
「
北
海
道
・
北
東
北
を
中
心
と
し
た
縄
文
遺
跡
群
」
（
以
下
「
本
件
遺
跡
」
と
い
う
。
）

は
、
「
我
が
国
の
暫
定
一
覧
表
記
載
文
化
遺
産
」
と
し
て
文
化
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
我
が
国

の
暫
定
一
覧
表
記
載
文
化
遺
産
は
八
件
で
あ
る
。

一



こ
の
中
で
、
本
件
遺
跡
に
つ
い
て
は
、
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
、
現
在
、
北
海
道
・
青
森
県
・
岩
手
県
・
秋
田
県
の
四

道
県
に
お
い
て
、
本
年
度
も
文
化
庁
か
ら
推
薦
を
受
け
る
べ
く
作
業
が
進
め
ら
れ
て
い
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
、
以
下
質
問
す
る
。

一

本
件
遺
跡
の
世
界
文
化
遺
産
登
録
の
た
め
の
作
業
は
、
平
成
三
十
年
三
月
末
に
終
了
し
、
そ
の
後
、
文
化
庁
に
お
い
て
他

の
案
件
と
と
も
に
推
薦
の
可
否
に
つ
い
て
の
議
論
が
始
ま
る
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。
本
件
遺
跡
の
世
界
遺
産
登
録
推
薦
に

向
け
た
今
後
の
大
ま
か
な
日
程
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

二

暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
世
界
遺
産
登
録
を
受
け
た
も
の
の
割
合
は
ど
の
程
度
か
。
直
近
の
状
況
に

つ
い
て
教
示
さ
れ
た
い
。

三

暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
も
の
で
、
実
際
に
世
界
遺
産
登
録
を
受
け
た
も
の
の
、
平
均
的
な
暫
定
一
覧
表
に
お
け
る
記

載
期
間
は
ど
の
程
度
か
。
す
な
わ
ち
、
暫
定
一
覧
表
に
記
載
さ
れ
た
の
ち
、
実
際
に
世
界
遺
産
登
録
を
受
け
る
ま
で
の
平
均

期
間
は
ど
の
程
度
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

本
件
遺
跡
は
、
我
が
国
に
稲
作
農
耕
が
伝
わ
り
、
弥
生
文
化
が
本
州
に
広
ま
っ
た
後
も
、
北
海
道
に
お
い
て
は
、
狩
猟
、

漁
労
、
採
集
に
よ
る
続
縄
文
文
化
が
展
開
し
、
自
然
へ
の
畏
敬
や
共
生
の
思
想
な
ど
、
命
あ
る
全
て
の
も
の
を
尊
重
す
る
精

二



神
文
化
が
脈
々
と
引
き
継
が
れ
、
今
日
の
ア
イ
ヌ
文
化
に
繋
が
る
な
ど
、
極
め
て
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ
る
。
本
件
遺
跡
は

ま
さ
に
世
界
遺
産
に
相
応
し
い
も
の
で
、
平
成
三
十
年
度
の
文
化
審
議
会
で
の
世
界
遺
産
登
録
へ
の
推
薦
候
補
の
一
つ
と
し

て
選
定
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


